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平素より、東京岩高会に対しまして、同窓会本部、本校先生方、会員そしてふる

さと会の関係者の皆様には、ご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、11月に予定しておりました「 東京岩高会 総会」は中止にすることと致し

ました。

３月中旬、毎年総会会場として利用している上野グリーンパークが新型コロナ

ウイルスの煽りを受け、閉店するとの連絡が入ってきました。既に、都内のホテル

やレストランが休業してきている中、半年先の会場手配が困難となると察した菅

原由美子副支部長は、これまでの経験や手元にある情報等から、KKRホテル東京を

提案してきました。ここは築館高校同窓会 小野寺洋子さんが務めるホテルでもあ

ります。栗原市内の４校（ 迫桜高・築館高・一迫商高・岩高）では、各校の同窓会へ

の出席や会報誌での情報交換、そして数年前からは12月に４校合同のクリスマス

会を開催するなど、その繋がりが深まってきております。4月に入りKKRホテル東

京の小野寺さんへ伺い、皇居を見渡せる素敵な会場をご用意して頂きました。通常

であれば10人がけのテーブルをその半分の５人がけでのフィジカルディスタンス

とし、料理は大皿ではなく個々の料理でご対応頂けるとのことでした。

当初 総会はなんとか開催できないかと模索し、案内には「 新型コロナウイルス

の感染状況によっては、中止の可能性があります。」の旨を付記し、最終決定は9月

30日とすることも役員会で確認しておりました。

５月末 本部同窓会 中止との連絡を受け、改めて役員の皆様方に総会開催是非を

確認したところ、「 実施するも自粛するも、良い方向に進めていきましょう。不安

感が高まったら即決自粛致しましょう。」と。一方で別の役員からは、「 今は罹りた

くない、この会から感染者を出したくない思いが強いです。」との話がありました。

感染者数は減ってきているものの、ワクチンがまだ出来ていないことや、今後第

2波の懸念もあることから、皆様方の健康と安全面を第一と考え、今年の総会は中

止とする結論に至りました。

今年は、東京岩高会を設立した26年卒の先輩方が88歳の米寿を迎えますので、

総会でお祝いを行うこととしておりました。今後の状況をみて、別途 機会を設け

これまでのご労苦と感謝をこめ、お祝いをしていきたいと考えております。

会報の発送にあたっては、これまで上野グリーンパークで行っていたところ、迫

桜高校同窓会 東京支部事務局長の阿部武寿さんのご厚意で関係する会場をお借り

でき、これも同窓会繋がりがもたらしてくれたことであり、改めて人と繋がりに感

謝し栗原出身でよかったと思っております。

同窓会への熱い思いは来年に託し、また笑顔で皆様方とお会いできることを楽

しみにしております。

東京岩高会

支部長　長沼 和秋

第64回（令和2年） 東京岩高会総会は中止いたします
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平
素
よ
り
、
東
京
岩
高
会
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂
き
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
「
同

窓
会
」「
マ
ラ
ソ
ン
」「
ネ
パ
ー
ル
」、
こ
こ
1

年
の
動
向
に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

昨
年
11
月
に
開
催
し
ま
し
た
「
東
京
岩

高
会
総
会
」で
は
、
還
暦
の
会
の
対
象
学
年

は
私
の
学
年
53
年
卒
で
し
た
。
6
月
に
花

山
で
同
級
会
が
あ
っ
た
こ
と
で
還
暦
の
会

を
ご
案
内
で
き
た
こ
と
で
、
総
会
当
日
は

故
郷
か
ら
の
8
名
を
含
む
15
名
が
駆
け
付

け
て
く
れ
ま
し
た
。
42
年
ぶ
り
に
会
う
同

級
生
も
お
り
、
会
っ
て
み
れ
ば
、
高
校
時
代

当
時
の
「
〇
〇
君
」「
〇
〇
ち
ゃ
ん
」と
呼
び

合
い
、
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
青
春
と
な
り
、

皆
来
て
よ
か
っ
た
と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
2
次
会
、
3
次
会
と
流
れ
て

い
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
マ
ラ

ソ
ン
6
回
、
地
元
の
栗
原
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
2
回
、
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル

の
カ
ト
マ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
4
回
、
出

場
し
て
お
り
ま
す
。
高
校
時
代
は
陸

上
部
で
し
た
が
、
本
格
的
に
マ
ラ
ソ

ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
の

は
45
歳
の
時
で
、
今
で
も
年
に
数
回

レ
ー
ス
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

走
る
の
は
週
に
4
回
、
平
日

は
帰
宅
後

月
間
2
0
0
キ
ロ

走
っ
て
い
る
せ
い
か
、
体
重
は
高

校
時
代
の
ま
ま
で
す
。
ハ
ー
フ

︵
２
１
・
0
9
7
5
k
m
︶は
今
で
も

1
時
間
38
分
台
で
走
れ
て
お
り
、
母

校
の
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
5
名
よ
り

2
分
程
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
還
暦

を
過
ぎ
た
今
で
も
練
習
相
手
に
な

り
そ
う
で
す

「
ネ
パ
ー
ル
」
の
繋
が
り
は
36
年

前
、
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
で
参
加

し
た
時
か
ら
で
、
今
で
も
カ
ト
マ

ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
出
場
で
ス
ポ
ー
ツ

国
際
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
2
0
2
0
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
筈
で
し
た
が
、
後

1
年
待
つ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
知
人
が

い
る
ネ
パ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
と

は
都
度
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
ネ

パ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
界
を
熟
知
し
ネ
パ
ー
ル

語
を
話
せ
る
の
は
、
日
本
で
私
ぐ
ら
い
で

す
の
で
、
来
年
の
ネ
パ
ー
ル
選
手
団
の
来

日
で
は
、
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
予

定
で
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
こ
れ
ま
で
築
い
て
こ
ら
れ
た

先
輩
方
の
熱
い
思
い
と
人
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
、
支
部
長
を
務
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
も
走
る
支
部
長
と
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す

還暦の会 S.53年卒出席者

カトマンズマラソン
2019.12走る

カトマンズマラソン2019	プレス発表時新聞記事	
左から長沼、ニレンドラ大会代表、アルム観光大臣

長沼 和秋
同窓会
東京支部長
（就任H.28/11〜）
S.53年卒
鶯沢出身
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！
コ
ロ
ナ
に
負
げ
ね
べ
!!

東
京
支
部
の
会
員
の
皆
様
、
初
め
ま
し

て
。
令
和
元
年
八
月
に
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
昭
和
四
十
六
年
卒
の
後
藤
で
ご

ざ
い
ま
す
。

東
京
支
部
の
長
沼
支
部
長
の
趣
味
ほ
ど

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
郷
土
芸
能
で
あ

る
「
鶯
沢
八
ッ
鹿
踊
り
」・「
鶯
沢
神
楽
」
を

趣
味
と
し
て
お
り
ま
す
、
前
葛
岡
会
長
同

様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

着
任
早
々
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
猛
威
に
よ
り
、
感
染
症
拡
大
防
止

策
と
し
て
、
二
月
二
十
八
日
の
令
和
元
年

度
同
窓
会
入
会
式
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
各

支
部
の
支
部
長
を
来
賓
に
体
育
館
で
実
施

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
応
接
室

で
学
年
幹
事
の
委
嘱
と
記
念
品
の
贈
呈
だ

け
を
行
い
、
新
た
に
八
十
二
名
の
新
会
員

が
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

東
京
及
び
仙
台
の
支
部
長
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
式
も
在
校
生
不
参
加
、
家
族

も
二
名
ま
で
、
来
賓
は
栗
原
市
長
、
P
T
A

会
長
、
同
窓
会
長
と
三
名
で
、
参
加
者
全
員

マ
ス
ク
着
用
と
い
う
状
況
で
し
た
。

入
学
式
に
つ
い
て
は
、
四
月
七
日
に
生

徒
は
教
室
で
、
放
送
に
よ
る
入
学
式
が
執

り
行
わ
れ
、
新
た
に
六
十
七
名
が
本
校
に

入
学
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
な
さ
れ
、

特
に
東
京
に
於
い
て
は
、
非
常
事
態
宣
言

が
な
さ
れ
、
日
々
百
名
を
超
す
方
々
が
発

症
し
て
お
り
、
東
京
支
部
会
員
の
皆
様
方

に
波
及
し
な
い
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
へ
の

影
響
は
非
常
に
甚
大
で
、
生
活
、
外
出
規

制
、
学
校
規
制
等
に
非
常
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
ま
す
。

宮
城
県
で
も
、
休
業
や
営
業
時
間
短
縮

の
要
請
を
決
め
、
外
出
自
粛
の
打
撃
を
受

け
る
飲
食
店
等
も
あ
り
、
就
業
の
場
の
喪

失
等
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
、
栗
原
市
に
於
い
て
は
、
ま
だ
発
症

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
栗
原
市
長
が
「
コ

ロ
ナ
に
負
げ
ね
べ
！
栗
原
市
!!
」と
積
極
的

で
効
果
的
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
予
定

で
い
る
よ
う
で
す
。

東
京
支
部
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
特
定

警
戒
都
道
府
県
と
し
て
、
大
変
な
事
態
と

な
っ
て
い
る
こ
と
と
思
量
さ
れ
ま
す
。

ど
う
か
ご
自
愛
を
頂
き
、
こ
の
大
変
な

時
期
を
慎
重
に
対
応
し
、
無
事
に
乗
り

切
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

来
年
、
岩
ヶ
崎
高
等
学
校
「
創
立
八
十
周

年
」を
迎
え
ま
す
が
、
岩
高
同
窓
会
も
実
行

委
員
会
の
開
催
方
法
や
本
年
度
の
総
会
が

開
催
で
き
る
か
ど
う
か
も
、
非
常
に
心
配

さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
す
る
自
己
対
応
の
仕
方
に
よ

り
、
感
染
症
の
早
期
沈
静
化
を
期
待
し
な

が
ら
、
状
況
に
あ
っ
た
対
応
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
支
部
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

後藤 家光
岩高同窓会会長
（就任Ｒ.元/8〜）
S.46年卒
鶯沢出身
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東
京
岩
高
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
常
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
を
賜
り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
東
京
岩
高
会
の
皆
様
、
高
校
は
今
、

本
当
に
大
変
で
す
。
1
月
に
中
国
湖
北
省
武

漢
市
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
世
界
的
な
拡
大
︵
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
︶に

よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
学
校
は
5
月
6
日
ま
で
臨

時
休
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
混
乱
の

中
、
何
と
か
卒
業
式
と
入
学
式
は
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み

ま
す
。

2
月
下
旬
、
東
京
で
も
感
染
者
が
徐
々
に

増
加
し
て
き
た
時
期
、
東
京
岩
高
会
の
長
沼

支
部
長
か
ら
、
電
車
の
中
で
咳
を
す
る
と
周

囲
か
ら
睨
ま
れ
る
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
栗
原
市
岩
ヶ
崎
で
は
、
除
雪

回
数
わ
ず
か
1
回
と
い
う
暖
冬
で
麗
ら
か
な

日
々
を
送
っ
て
お
り
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

と
マ
ス
ク
を
準
備
し
、
椅
子
の
間
隔
を
広
げ

る
こ
と
で
、
通
常
卒
業
式
を
実
施
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
直
前
の
2
／
27
、
安
倍
首
相

が
全
国
の
小
中
学
校
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校

を
春
休
み
ま
で
臨
時
休
業
す
る
よ
う
要
請
し

た
の
で
す
。
ま
さ
に
晴
天
の
霹
靂
で
す
。
そ
れ

を
請
け
県
教
委
や
近
隣
高
校
と
調
整
を
重
ね

た
結
果
、
同
窓
会
入
会
式
は
応
接
室
で
代
表

生
徒
3
名
だ
け
が
出
席
す
る
略
式
で
の
実
施
。

関
東
進
学
卒
業
生
の
歓
迎
会
は
中
止
。
3
／

1
の
卒
業
式
は
、
市
長
・
P
T
A
会
長
・
同
窓

会
長
の
3
名
の
み
の
来
賓
、
在
校
生
不
参
加
、

卒
業
生
・
保
護
者
と
職
員
は
マ
ス
ク
を
外
さ

な
い
こ
と
で
体
育
館
で
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
︵
写
真
︶。

そ
の
後
、
春
休
み
ま
で
の
長
い
1
回
目
の

臨
時
休
業
に
入
り
ま
し
た
が
、
3
／
19
の
専

門
家
会
議
で
「
日
本
は
持
ち
こ
た
え
て
い
る
」

「
3
つ
の
密
を
避
け
な
が
ら
学
校
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
は
実
施
で
き
る
だ
ろ
う
」と
い
う

明
る
い
兆
し
提
言
が
な
さ
れ
、
22
日
ぶ
り
の

登
校
と
な
っ
た
3
／
24
、
マ
ス
ク
を
つ
け
た

ま
ま
で
は
あ
り
ま
し
た
が
終
業
式
を
実
施
。

そ
し
て
3
／
27
に
よ
う
や
く
部
活
動
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
も
つ
か
の
間
、
大
崎
市
民
病
院
の
医

師
が
感
染
し
再
び
部
活
動
は
停
止
に
。
そ
れ

で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
に
は
至
ら
な
か
っ

た
た
め
、
卒
業
式
と
同
じ
よ
う
な
形
で
の
入

学
式
は
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

仙
台
市
で
学
校
関
係
者
の
感
染
、
パ
ブ
か
ら

の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
、
首
都
圏
か
ら
の
転

入
者
の
発
症
等
が
重
な
り
、
県
内
感
染
者
数

が
4
／
4
･
5
の
土
日
を
挟
ん
で
一
気
に
2

倍
に
な
っ
た
た
め
、
結
局
4
／
7
は
、
マ
ス

ク
・
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
準
備
し
て
、
在
校

生
不
参
加
、
来
賓
な
し
、
新
入
生
・
保
護
者
は

6
教
室
に
分
か
れ
て
「
放
送
に
よ
る
入
学
式
」

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
︵
写
真
︶。
も
ち
ろ
ん

翌
日
か
ら
は
2
回
目
の
臨
時
休
業
、
本
日
4

／
15
は
登
校
日
で
、
久
々
の
生
徒
の
声
に
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
5
月
の
連
休

明
け
ま
で
、
週
一
回
程
度
の
登
校
で
生
徒
の

健
康
観
察
を
し
な
が
ら
3
回
目
の
臨
時
休
業

に
入
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
、
令
和
2
年
は
3
年
生
49
名
、
2
年

生
60
名
、
新
入
生
67
名
の
総
勢
1
7
6
名
で

の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
32
名
の
教
職
員

と
と
も
に
、
各
学
年
3
ク
ラ
ス
の
小
規
模
・
少

人
数
な
ら
で
は
の
、
小
回
り
が
利
き
、
気
配

り
・
目
配
り
・
心
配
り
の
届
く
教
育
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
実
績
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
国
公
立
大
学
14
名
、
私

立
大
学
89
名
、
国
公
立
短
大
2
名
、
私
立
短
大

3
名
、
大
学
校
1
名
、
高
等
看
護
学
校
10
名
、

公
務
員
7
名
、
専
門
学
校
11
名
、
民
間
企
業
6

名
で
、
国
公
立
大
・
私
立
大
の
4
年
生
大
学
合

格
者
数
を
伸
ば
し
た
こ
と
が
特
徴
的
で
し
た
。

生
徒
の
頑
張
り
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
先
生

方
も
、
岩
ヶ
崎
高
校
の
生
徒
達
の
可
能
性
を

存
分
に
引
き
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
一
日
も
早
く
通
常
登
校
に
な
る
こ
と
を

祈
り
な
が
ら
、
3
年
生
の
進
路
希
望
実
現
に

向
け
た
指
導
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
始
ま

る
新
大
学
入
試
制
度
︵
共
通
テ
ス
ト
︶に
向
け

て
、
新
し
い
試
み
を
加
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
生

徒
達
を
伸
ば
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
東
京
岩
高
会
の
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
岩
ヶ
崎
高
校
を
ま

す
ま
す
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
で

は
緊
急
事
態

宣
言
が
で
て
、

不
自
由
な
事

ば
か
り
と
は

思
い
ま
す
が
、

東
京
岩
高
会

の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活

躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、

挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

岩
ヶ
崎
高
校
の
今

入学式 卒業式

菅原 賢一
第26代学校長
（赴任H.31/4〜）
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東
京
岩
高
会
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
本
校
の

教
育
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
校
の
近
況
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

連
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
2
月
末
に
政
府

か
ら
の
休
校
要
請
を
受
け
て
、
本
校
に
お
い

て
も
3
月
24
日
ま
で
休
校
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
3
月
1
日
に
第
72
回
卒
業
式
が
行

わ
れ
82
名
の
生
徒
た
ち
が
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
式
に
つ
い
て
も
、
卒

業
生
、
保
護
者
2
名
、
来
賓
3
名
、
教
職
員
、

生
徒
会
長
の
み
の
出
席
と
な
り
、
感
染
防
止

に
最
大
限
配
慮
し
な
が
ら
の
卒
業
式
に
な
り

ま
し
た
。

3
月
27
日
に
は
離
任
式
が
行
わ
れ
、
堀
江

珠
久
子
先
生
、
小
野
寺
耕
治
先
生
は
じ
め
8

名
の
先
生
方
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

4
月
7
日
に
新
任
式
が
行
わ
れ
、
狩
野
友

子
先
生
、
佐
藤
章
穂
先
生
、
千
葉
朋
彦
先
生

な
ど
7
名
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

新
任
式
と
と
も
に
午
後
に
行
わ
れ
た
入
学
式

に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
配
慮
し
、
放
送
に
よ
る
式
典
と

な
り
、
新
入
生
、
保
護
者
は
別
々
の
教
室
で
、

大
型
の
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
視
聴
し
な
が
ら
行

わ
れ
ま
し
た
。
4
月
8
日
か
ら
ま
た
、
臨
時

休
校
と
な
り
、
生
徒
は
家
庭
に
お
い
て
学
習

を
行
い
、
週
に
1
回
登
校
日
に
課
題
を
提
出

す
る
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
1
日
も
早

い
、
感
染
の
終
息
を
切
に
願
う
次
第
で
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
本
校
の
出
来
事
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
学
習
に
お
け
る
頑
張
り

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
生
徒
達
の
部

活
動
で
の
活
躍
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
私
見
で

は
あ
り
ま
す
が
、
硬
式
野
球
部
の
活
躍
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
部
員
13
名

と
い
う
少
数
で
の
活
動
な
が
ら
、
前
年
の
秋

季
大
会
に
つ
づ
き
、
春
季
大
会
に
お
い
て
も

敗
者
復
活
戦
か
ら
粘
り
強
く
勝
ち
進
み
、
連

続
し
て
県
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
1

回
戦
仙
台
城
南
高
校
と
接
戦
を
繰
り
広
げ
、

適
時
打
を
放
ち
勝
ち
上
が
り
、
連

続
し
て
ベ
ス
ト
16
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
甲
子
園
大
会
宮

城
県
予
選
で
は
残
念
な
が
ら
敗

退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

強
豪
学
院
榴
ヶ
岡
と
対
戦
し
、
頭

脳
的
な
試
合
運
び
で
1
点
リ
ー

ド
の
ま
ま
最
終
回
を
迎
え
る
な

ど
、
野
球
関
係
者
か
ら
の
賞
賛
に

値
す
る
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
見
事
な

活
躍
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
部
員
7
名
な
が
ら
、

後
半
に
崩
れ
な
い
試
合
運
び
で
地
区
新
人
大

会
で
優
勝
し
、
県
新
人
大
会
に
お
い
て
も
1

回
戦
仙
台
向
山
高
校
に
勝
利
し
た
あ
と
、
2

回
戦
も
見
事
な
試
合
運
び
で
第
7
シ
ー
ド

の
明
成
高
校
を
や
ぶ
る
と
い
う
活
躍
で
、
3

回
戦
も
名
取
高
校
に
勝
利
を
お
さ
め
、
ベ
ス

ト
8
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
家

庭
の
協
力
も
あ
り
、
週
末
、
休
日
を
返
上
し

て
練
習
試
合
で
実
力
を
高
め
て
き
た
結
果
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
吹
奏
楽
部
は
継
続
的
な
熱
心
な

活
動
で
、
定
期
演
奏
会
は
じ
め
、
登
米
栗
原

地
区
総
合
文
化
祭
や
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

場
し
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
合
唱
部
は
様
々

な
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。
科
学
部
は
「
模
型
を
用
い

た
栗
駒
山
の
噴
火
実
験
」で
県
生
徒
理
科
研

究
発
表
会
で
部
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
生
徒
達
の
活
躍
が

み
ら
れ
た
1
年
で
し
た
。
今
後
と
も
生
徒
達

へ
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

本
校
近
況

野球部

新任式

離任式

バレー部

村松 和洋
岩高総務部長
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不
安
と
期
待
を
胸
に
臨
ん
だ
入
学
式
。

そ
れ
か
ら
早
い
も
の
で
二
年
が
経
ち
ま
し

た
。
最
高
学
年
と
な
り
、
岩
ヶ
崎
高
校
を
昨

年
よ
り
も
よ
り
良
い
学
校
に
し
よ
う
と
私

た
ち
生
徒
会
は
様
々
な
行
事
の
準
備
に
取

り
組
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

卒
業
式
や
入
学
式
は
小
規
模
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
卒
業
式
で
は
、
生
徒
会
長
が
生
徒
代

表
と
し
て
参
加
し
、
卒
業
生
へ
は
な
む
け

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
式
や

新
任
式
、
始
業
式
は
放
送
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
入
学
式
後
は
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
対
面
式
等
の
と
て
も
賑
や
か
な

イ
ベ
ン
ト
、
絶
対
に
失
敗
で
き
な
い
一
世

一
代
の
各
部
活
動
に
よ
る
新
入
部
員
の
勧

誘
争
奪
戦
な
ど
の
恒
例
行
事
、
1
年
生
の

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
歌
う
朝
の
校
歌
練
習

と
い
っ
た
行
事
が
今
年
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ど
の
学
年
の
生
徒
や
先
生
た
ち
も
、

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
部
活
動
や

授
業
や
行
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
の
中
、
特

に
私
た
ち
生
徒
が
少
し
残
念
だ
な
と
思
う

の
は
、
高
校
体
育
大
会
や
総
合
文
化
祭
と

い
っ
た
大
会
の
中
止
だ
と
思
い
ま
す
。
三

年
生
は
こ
の
大
会
に
か
け
る
思
い
は
誰
よ

り
も
強
い
は
ず
で
す
。
今
こ
の
文
章
を
読

ん
で
い
る
三
年
生
の
中
で「
こ
れ
ま
で
の

二
年
間
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
気
持
ち
に
一
度
は
な
っ
た
だ
ろ
う
と
思

う
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
先
輩
を
支
え
て
き

た
後
輩
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
思
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
三
年
生
は
こ
の
悔
し
さ
を

バ
ネ
に
し
て
、
自
分
の
将
来
に
向
け
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
後
輩
た
ち
は
急

に
新
体
制
と
な
り
、
最
初
は
戸
惑
う
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
先
、
部
活
動
を

楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
岩
ヶ
崎
高
校
の

生
活
を
踏
ま
え
て
、
私
は
こ
の
学
校
に
入

学
し
て
良
か
っ
た
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
は
全
校
生
徒
が
常

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
そ
れ
が
岩
ヶ

崎
高
校
の
最
大
の
強
み
で
あ
り
、
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

終
息
し
、
学
校
が
無
事
に
再
開
し
た
と
き

は
、止
ま
っ
て
い
た
時
間
が
と
て
も
長
か
っ

た
の
で
、
出
来
る
事
か
ら
一
つ
一
つ
取
り

組
ん
で
い
き
、
そ
の
魅
力
や
強
み
を
活
か

し
、
よ
り
良
い
学
校
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
の
岩
ヶ
崎
高
校
を
、
生
徒
会
を
中

心
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

本
校
近
況
︵
生
徒
代
表
︶

岡崎 佑也
生徒会副会長

7



8



9



第
63
回
東
京
岩
高
会
総
会
開
催
さ
れ
る

第
63
回
東
京
岩
高
会
総
会
は
、
令
和
元

年
11
月
23
日
︵
土
︶午
前
11
時
、
上
野
公
園

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
、
同
窓

生
と
来
賓
総
勢
93
名
の
出
席
を
頂
き
ま
し

た
。近

隣
の
高
校
の
迫
桜
高
校
、
築
館
高
校

か
ら
は
昨
年
に
引
き
続
き
関
係
者
の
出
席

を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
は
Ｓ
48
年
卒
千
葉
正
宏
副
支
部
長

の
司
会
進
行
で
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｓ
36
年
卒
加
藤
旭
孝
幹
事
に
よ
る
開
会

宣
言
が
行
な
わ
れ
、
長
沼
支
部
長
の
挨
拶

で
総
会
の
幕
を
開
き
ま
し
た
。
挨
拶
で
は

Ｓ
45
年
卒
後
藤
仁
様
か
ら
茨
城
の
焼
き
芋
、

Ｓ
53
年
卒
五
十
嵐
功
様
が
常
務
取
締
役
を

務
め
る
「
く
り
こ
ま
高
原
フ
ァ
ー
ム
」様
か

ら
懐
か
し
い
旧
校
舎
の
写
真
が
印
刷
さ
れ

た
包
装
の
お
米
、
そ
し
て
Ｓ
33
年
卒
中
尾

富
枝
様
の
著
書
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
呼
ば

れ
た
女
性
」︵
戦
後
鶯
沢
で
「
ノ
ン
ち
ゃ
ん

雲
に
乗
る
」
の
石
井
桃
子
さ
ん
と
と
も
に

酪
農
を
行
っ
た
狩
野
と
き
わ
さ
ん
に
つ
い

て
書
か
れ
て
お
り
、
Ｓ
53
年
卒
故
狩
野
洋

さ
ん
の
祖
母
︶が
、
出
席
者
全
員
に
提
供
が

あ
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
来
賓
を
代
表
し
て
後
藤
家
光
同
窓
会

会
長
、
菅
原
賢
一
学
校
長
か
ら
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

議
事
進
行
は
Ｓ
46
年
卒
浅
野
弘
巳
幹
事

が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
後
、
各
幹
事
か
ら

活
動
報
告
や
会
計
報
告
並
び
に
次
年
度
の

計
画
案
が
発
表
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ｓ
47
年
卒
の
和

久
充
幹
事
に
よ
る
「
香
り
の
世

界
」
の
ご
講
演
。
長
年
香
料
会
社

に
勤
め
ら
れ
、
香
り
で
各
種
ガ
ン

の
早
期
発
見
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

と
て
も
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。

引
き
続
き
、
今
年
還
暦
を
迎
え

地
元
栗
原
か
ら
お
越
し
頂
い
た

五
十
嵐
功
様
に
よ
る
乾
杯
で
懇
談

が
始
ま
り
ま
し
た
。

去
年
に
続
き
、
Ｓ
55
年
卒
菅
原

広
巳
さ
ん
の
ア
メ
リ
カ
ン
カ
ン

ト
リ
ー
ブ
ル
ー
ス
に
よ
る
ラ
イ
ブ
。

今
回
同
郷
で
も
あ
る
岩
ケ
崎
出

身
者
が
多
く
い
た
こ
と
か
ら
、
披

露
頂
き
ま
し
た
。

還
暦
の
会
に
は
、
Ｓ
53
年
卒
が

故
郷
か
ら
8
名
駆
け
付
け
て
頂
き
、

計
15
名
集
い
、
出
席
者
全
員
に
高

野
山
金
剛
峯
寺
の
御
札
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
喜
寿
を
迎
え
た
Ｓ
36
年
卒
の
方
々

に
は
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
年
も
故
郷
物
産
販
売
が
あ

り
、
菅
原
由
美
子
副
支
部
長
に
よ
る
「
味
噌

の
し
そ
巻
」「
栗
駒
漬
物
」「
ま
ぼ
ろ
し
の
ま

ん
じ
ゅ
う
」等
の
販
売
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
で
は
、
還
暦
を
迎
え
た
同

窓
生
を
集
う
に
あ
た
り
、
一
つ
の
声
掛
け

か
ら
始
め
、「
東
京
に
行
っ
て
み
よ
う
」「
あ

な
た
も
来
な
よ
！
」
と
広
が
り
、「
来
年
も

来
て
み
た
い
」と
繋
が
っ
た
会
で
も
あ
り
ま

し
た
。

最
後
は
、
出
席
者
が
腕
を
組
み
合
い
「
高

校
3
年
生
」「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
、
正
に

「
絆
」
の
ラ
イ
ン
と
な
り
、
応
援
団
を
務
め

た
山
本
信
子
幹
事
で
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
岩

高
」と
校
歌
斉
唱
を
行
い
大
歓
喜
の
渦
が
巻

き
起
こ
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
の
辞
は
東
京
岩
高
会
菅
原
由
美
子

副
支
部
長
が
行
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
で
は
、
還
暦
を
迎
え
た
同

窓
生
を
集
う
に
あ
た
り
、
一
つ
の
声
掛
け

か
ら
始
め
、「
東
京
に
行
っ
て
み
よ
う
」「
あ

な
た
も
来
な
よ
！
」
と
広
が
り
、「
来
年
も

き
起
こ
っ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
の
辞
は
東
京
岩
高
会
菅
原
由
美
子

副
支
部
長
が
行
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

役員一同
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年
会
費
ご
協
力
者
・
収
支

令和元年度（R元 /11/01 〜 R2/10/31）  年会費ご協力者  令和2年5月1日現在
№ 号 年 氏   名
1 賛助 斎  藤  君  代
2 宮城 滝  上  島  雄
3 宮城 飯  田  正  量
4 宮城 菅  原  隆  文
5 宮城 後  藤      仁
6 宮城 加  藤      洋
7 宮城 岩  本  定  美
8 S 26 伊  藤  七  郎
9 S 26 小野寺  喜美夫
10 S 26 亀  井  榮  利
11 S 26 佐  竹      章
12 S 26 八十島  信  治
13 S 28 及  川  博  子
14 S 28 小野寺  美代子
15 S 28 伊  藤  末治郎
16 S 28 髙  橋  昭  三
17 S 28 吉  野  玲  子
18 S 29 鎌  田  匡  之
19 S 29 藤  代      實
20 S 30 白  鳥  吉  幸
21 S 30 菅  原  正  八
22 S 30 菅  原    寛
23 S 31 菅  原    一
24 S 32 鈴  木  俊  之
25 S 32 高  橋  東  三
26 S 33 木名瀬五百子
27 S 33 中  尾  冨  枝
28 S 34 石  井  紀  子
29 S 34 小  林  たか子
30 S 34 菅  原  紀  子
31 S 34 横  川  朝  治
32 S 35 鎌  田  正  聰
33 S 35 小  柳  典  子
34 S 35 須  田  和  恵
35 S 35 高  橋  嘉  紀
36 S 35 内  藤  利  雄

№ 号 年 氏   名
37 S 36 小  畑  丈  夫
38 S 36 加  藤  旭  孝
39 S 36 久保田  信  子
40 S 36 佐々木      稔
41 S 36 菅  原  富  夫
42 S 36 奈須野  栄  子
43 S 36 濁  沼  松  郎
44 S 36 袋  　  幸  男
45 S 36 穂  積  宏  哉
46 S 36 渡  部  朋  子
47 S 37 伊  藤  克  侑
48 S 37 木  下  峰  子
49 S 37 熊  谷  栄  子
50 S 37 佐々木  くに子
51 S 37 真  保  清  美
52 S 37 菅  原  三千男
53 S 37 鈴  木  　晃
54 S 37 須  田  陽  子
55 S 37 高  橋  道  彦
56 S 37 結  城  家寿子
57 S 37 吉  野  久  子
58 S 38 大  関  信  輔
59 S 38 佐  藤  次  夫
60 S 38 只  野  和  夫
61 S 38 二  川  陽  子
62 S 39 岩  渕  和  夫
63 S 39 佐々木  元  子
64 S 40 小  山  ハルミ
65 S 40 桑  原  盛  一
66 S 40 高  橋  節  郎
67 S 41 鈴  木  仙治郎
68 S 41 蘓 武 　 巌
69 S 42 小  川  晶  平
70 S 42 河  合  礼  子
71 S 42 佐  藤  寛  逸
72 S 42 佐  藤  美喜子

№ 号 年 氏   名
73 S 42 高  橋  秀  男
74 S 42 宮  本  洋  子
75 S 43 四  倉  けい子
76 S 44 伊  藤  　  税
77 S 44 加  藤  美  道
78 S 44 佐々木  敏  行
79 S 44 佐  藤  正  俊
80 S 45 伊  藤  初  雄
81 S 46 浅  野  弘  巳
82 S 46 伊  藤  光  男
83 S 46 佐  藤  　  猛
84 S 46 菅  原  博  子
85 S 46 菅  原  正  雄
86 S 46 長  瀬  真  一
87 S 46 守  屋  みさ子
88 S 46 山  本  信  子
89 S 47 太  田  洋  子
90 S 47 川  村  信  子
91 S 47 菅  原  修  悦
92 S 47 和 久 　 充
93 S 48 浅  野  和  優
94 S 48 石  野  久  恵
95 S 48 岩  崎  哲  雄
96 S 48 宇佐美  弘  子
97 S 48 梶 本 　 啓
98 S 48 澤  田  由紀子
99 S 48 鈴  木  美作子
100 S 48 千  葉  繁  典
101 S 48 千  葉  正  宏
102 S 48 本  田  みき子
103 S 48 密 島 　 眞 夫
104 S 49 熊 谷 　 ふ じ え
105 S 49 畠 山 　 純 子
106 S 49 佐々木　哲夫
107 S 49 菅 原 　 由 美 子
108 S 49 濱 口 　 幸 江

№ 号 年 氏   名
109 S 49 真 下 　 由 利 恵
110 S 49 松 田 　 清 子
111 S 49 渡部　由利子
112 S 50 熊 谷 　 純 一
113 S 50 菅 原 　 俊 雄
114 S 51 古 館 　 芳 子
115 S 52 菅 原 　 節 子
116 S 52 高 橋 　 聖
117 S 52 高 橋 　 友 子
118 S 52 福 田 　 幸 枝
119 S 52 星 　 　 光 男
120 S 53 髙 橋 　 良 哉
121 S 53 長 沼 　 和 秋
122 S 53 山 口 　 真 貴
123 S 54 佐 藤 　 隆 仁
124 S 54 宮 下 　 廣 美
125 S 55 菅 原 　 弘 巳
126 S 55 二本木　栄子
127 S 56 阿 部 　 　 豊
128 S 58 鈴 木 　 　 正
129 S 60 小 林 　 玲 子
130 H 元 武 内 　 里 恵

東京岩高会は、皆様方のご理解・ご支援のもとで支えられております。
これからもよろしくお願い申し上げます。
	 東京岩高会役員	一同

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部

項  　　　目 金　　額 項　　　　目 金　　額
前期繰越金 415,912 総会費用 629,207
年会費 (134 名） 584,000 新年会費用 110,000
総会会費 584,000 慶弔費 0
新年会費 105,000 事務用品費 3,291
暑気払会費 135,000 旅費交通費 1,700
ご祝儀（10名） 80,000 会議費 55,599
助成金 100,000 通信運搬費 88,729
広告料（6名） 80,000 会報費 465,220
雑収入（会報売上） 4,000 暑気払会費 147,265
利子 6 年会費手数料 10,820

手数料 926
本部等総会参加費 129,000

次年度繰越金 446,161
計 2,087,918 計 2,087,918

会 計 報 告
（平成 30 年 11 月 1 日から令和元年 10 月 31 日）

会計予算案
（令和元年 11 月 1 日から令和 2 年 10 月 31 日）　 　　　　　　 単位：円

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部
項  　　　目 金　　額 項　　　　目 金　　額

前期繰越金 446,161 総会費用 600,000
助成金　本部 100,000 新年会費用 100,000
年会費 550,000 暑気払会費用 140,000
総会会費 580,000 会報費 400,000
新年会費 100,000 通信運搬費 88,000
暑気払会費 130,000 慶弔費 10,000
広告料 70,000 事務用品費 5,000

年会費手数料 12,000
会議費 50,000
本部等総会参加費 130,000
予備費 441,161

計 1,976,161 計 1,976,161

敬称略	
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第
63
回
総
会

湧き出る笑顔の泉　岩高家
か い

族
第 63回 東京岩高会 総会

本総会には岩高同窓生のほか、迫桜高校、築館高校の卒業生の皆様方　総勢 93 名のご出席を頂きました。
（令和元年 11 月 23 日　上野公園グリーンパーク地階の会場にて）

（岩ヶ崎出身）

12



同胞の皆様方へ　この日の私達の　
姿を　笑顔を　お届けします

銀座ライツ法律事務所
弁護士 鎌 田　正 聰（尾松出身）

事務所
〒104－0061　東京都中央区銀座3丁目10番9号 KEC 銀座ビル 6階
TEL 03－3546－0281　FAX 03－3546－0280
URL http://www.ginza-rights.jp/index.html
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第63回

総会写真集
次回はあなたの笑顔と会いましょう。
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東
京
支
部
の
設
立
経
緯
の
こ
と
を
語
る

な
ら
、
同
輩
の
小
野
寺
喜
美
夫
氏
、
栗
原
孝

允
氏
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
知
名
度
あ

り
、
面
倒
み
で
人
望
あ
り
、
そ
し
て
行
動
力

も
あ
る
両
氏
が
東
京
支
部
設
立
の
青
写
真

を
描
き
い
よ
い
よ
東
京
支
部
設
立
発
表
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
両
氏
の
根
廻
し
で
私
を

支
部
長
に
推
す
と
い
う
の
で
す
。
と
り
あ
え

ず
1
年
間
お
前
が
務
め
ろ
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
彼
ら
の
援
護
あ
っ
て
の
同
窓
会
を
結

成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
歴
代
支
部
長
に
は
両
氏
は
も
と

よ
り
、
伊
藤
七
郎
氏
、
堀
茂
氏
が
務
め
、
後

輩
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。
我
ら

関
東
に
根
付
い
た
人
、
単
身
就
職
、
出
稼
ぎ

や
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
、
学
生
で
勉
強
真
っ
只

中
の
人
も
、
と
も
に
郷
土
を
誇
り
、
い
つ
ま

で
も
語
り
伝
え
て
い
く
同
窓
会
東
京
支
部

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
3
年
10
月　
東
京
支
部
会
報

今
年
も
５
月
26
日
、
新
宿
御
苑
に
て
新
入

会
員
の
歓
迎
会
を
兼
ね
て
臨
時
総
会
が
盛

大
に
開
催
し
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
天
候
も

当
日
は
五
月
晴
れ
と
な
り
、
芝
生
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出

席
者
は
1
4
0
名
程
で
、
年
度
別
で
は
新
入

会
員
が
47
名
、
関
東
一
円
に
進
学
・
就
職
さ

れ
た
方
は
1
0
0
名
で
す
か
ら
、
5
割
の
出

席
率
、
会
場
が
屋
外
で
あ
っ
た
こ
と
、
共
に

学
ん
だ
友
が
何
処
に
進
学
・
就
職
し
た
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
も
手
伝
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

新
入
会
員
は
男
女
別
に
列
の
前
に
出
て
、

マ
イ
ク
片
手
に
思
い
思
い
の
自
己
紹
介
を

し
、
中
に
は
愛
社
精
神
を
発
揮
し
自
社
PR

を
や
っ
て
爆
笑
さ
せ
る
場
面
や
、
ま
た
各
学

年
代
表
の
苦
心
話
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
、
少

し
な
り
と
も
役
に
た
っ
た
こ
と
を
知
り
、
準

備
に
費
や
し
た
苦
労
と
疲
れ
を
発
散
し
て

く
れ
て
、
校
歌
斉
唱
し
て
解
散
と
な
り
ま
し

た
。

昭
和
38
年
10
月
會
報

初
代
東
京
支
部
長
と
し
て

東
京
岩
高
会
は
設
立
63
年
に
な
り
ま
す
。

現
在
も
設
立
当
時
の
何
人
か
の
先
輩
方（
26

年
卒
）は
総
会
や
各
行
事
に
ご
出
席
さ
れ
て

お
り
、今
年
88
歳（
米
寿
）を
迎
え
ま
す
。人

と
の
出
会
い
と
繋
が
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
教

え
て
頂
い
た
26
年
卒
の
先
輩
方
に
対
し
、感

謝
を
申
し
上
げ
、先
輩
方
の
軌
跡
と
今
の
想

い
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

昭
和
32
年
の
晩
春
の
あ
る
日
、
勤
務
先
に

電
話
が
あ
り
、
話
の
相
手
は
後
輩
の
Ｍ
君
、

短
大
を
卒
業
す
る
前
に
会
い
た
い
と
の
こ

と
、
約
束
の
場
所
の
お
茶
の
水
駅
近
く
の
Ｍ

君
の
下
宿
先
に
行
っ
て
み
る
と
、
8
名
程
集

ま
っ
て
お
り
、
思
い
出
話
に
話
が
は
ず
ん
だ
。

東
京
に
い
る
同
窓
生
が
多
く
な
り
、
同
窓
会

を
作
っ
て
親
睦
を
図
り
た
い
と
の
意
見
が
で

て
、
卒
業
後
6
年
も
過
ぎ
、
こ
の
機
会
を
逃

さ
ず
と
思
い
同
窓
会
を
作
る
こ
と
を
決
意
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
が
若
い
こ

と
や
生
活
が
ま
だ
安
定
し
て
い
な
い
の
に
、

同
窓
会
を
続
け

ら
れ
る
か
不
安

も
つ
き
ま
と
っ

た
。同

年
の
8
月

同
期
5
名
が
参

集
し
て
発
起
人

を
開
き
、
結
成
大

会
を
10
月
13
日
と
し
規
約
や
名
簿
の
作
成
に

追
わ
れ
た
が
、
予
定
ど
お
り
田
町
駅
近
く
の

本
芝
会
館
で
23
名
が
出
席
し
、
母
校
か
ら
東

京
支
部
結
成
の
承
認
を
受
け
、
祝
電
も
頂
き

感
激
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

資
料
作
成
は
、
僕
の
勤
務
先
に
役
員
が

集
ま
り
懸
命
に
作
業
を
し
、
わ
ら
半
紙
は

全
部
勤
務
先
の
も
の
を
心
臓
を
強
く
し
て

寸
借
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
後
、
会
員
も
増

え
8
0
0
名
と
な
り
、
今
で
は
総
会
に
は

1
0
0
名
を
超
え
る
盛
会
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
38
年
10
月
東
京
支
部
會
報

小
野
寺
　
喜
美
夫
　

お
い
た
ち

　
　

88
歳
︵
米
寿
︶
を
迎
え
る
先
輩
方
を
振
り
返
る
！

八
十
島
　
信
治
　

6
周
年
に
よ
せ
て

堀
　
　
茂

左・八十島信治初代支部
長／右・現（19代）長沼和
秋支部長	Ｒ.元.7

若かりし左・栗原さん、右・小野寺さん
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第
15
周
年
目
の
支
部
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
同
窓
会
の
目
的
は
、
労
苦
の
中
で
、

お
互
い
に
話
し
合
い
、
励
ま
し
合
う
こ
と
が

出
来
る
場
、
ま
た
、
母
校
の
近
況
等
を
伝
え

た
り
、
学
校
生
活
の
楽
し
さ
を
思
い
出
さ
せ

る
会
と
な
る
よ
う
、
各
々
が
努
力
す
る
の
が

第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
は
同
級
会
と

違
い
、
現
実
的
に
は
楽
し
い
事
も
少
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
卒
業
後
20
年
も
経
過
し
て
お

り
、
私
た
ち
の
学
生
生
活
と
相
違
が
あ
る
よ

う
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
母
校
の
様
子
の
掌
握
に
努
め
、
会

の
運
営
も
、
若
い
世
代
の
皆
様
に
多
く
を
願

う
方
向
に
、
進
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
15
周
年
の
記
念
行
事

を
計
画
し
て
お
り
、
一
人
で
も
多
く
参
加
さ

れ
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

秋
の
定
期
総
会
ま
で
に
、
会
員
名
簿
の
作
成

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
住
所
、
勤
務

地
等
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
幹
事

ま
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

昭
和
47
年
5
月
東
京
支
部
会
報

今
度
の
会
報
を
昭
和
26
年
卒
業
の
特
集

号
に
す
る
か
ら
、
何
か
書
け
と
の
こ
と
。

困
っ
た
。
文
才
も
な
け
れ
ば
ネ
タ
も
な
い
。

唸
っ
た
末
、
何
気
な
く
手
に
取
っ
た
同
窓

会
名
簿
を
眺
め
て
い
る
中
に
、
昔
の
こ
と

が
浮
か
ん
で
き
た
。
こ
れ
こ
れ
、
こ
れ
で
マ

ス
目
を
埋
め
よ
う
と
書
き
始
め
た
と
こ
ろ
。

と
は
言
っ
て
も
、
同
窓
会
、
地
区
同
級
会

︵
私
ど
も
の
場
合
は
バ
ラ
株
会
︶と
い
う
三

重
環
の
中
で
混
乱
す
る
が
、
そ
れ
は
ト
シ

の
故
と
思
え
ば
気
に
な
ら
な
く
な
る
も
の
。

今
か
ら
す
れ
ば
、
ン
十
年
も
前
の
こ
と

︵
若
か
っ
た
ナ
︶、
当
時
は
年
2
回
、
春
・
秋

に
総
会
が
開
か
れ
、
会
場
も
新
宿
御
苑
、
議

員
会
館
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。
準
備
打

ち
合
わ
せ
に
有
楽
町
の
喫
茶
店
︵
た
し
か

「
白
鳥
」︶に
集
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
の

頃
は
、
同
窓
会
東
京
支
部
も
発
足
後
そ
ん

な
に
経
っ
て
い
な
い
故
も
あ
っ
て
か
、
会

員
数
は
今
と
比
べ
た
ら
ず
っ
と
少
な
く
、

半
年
ご
と
の
総
会
開
催
を
可
能
に
し
た
一

因
で
は
な
か
っ
た
か
と
も
思
わ
さ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
あ
の
頃
は
バ
ラ
株
会
の

連
中
も
元
気
で
、
一
声
か
け
れ
ば
ホ
イ
ホ

イ
で
て
き
て
く
れ
た
の
に
、
今
は
半
分
以

下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
の
流
れ
を
感

じ
る
次
第
。

小
生
は
岩
高
男
子
卒
業
第
一
期
生
と
し

て
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
然
し
、
農
家
生

ま
れ
で
子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
の
手
伝
い

を
さ
せ
ら
れ
、
高
校
在
学
中
と
学
校
卒
業

後
も
何
も
お
手
伝
い
で
き
ず
今
に
至
る
も
、

反
省
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
、
申
し
訳
な

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

飯
田
校
長
を
は
じ
め
、
各
先
生
方
の
お

名
前
担
当
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

創
業
し
た
会
社
も
50
年
を
過
ぎ
、
経
営
業

は
息
子
任
せ
で
す
。

然
し
、
小
生
も
88
歳
を
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら

の
一
日
一
日
を
ど
の
よ
う
に
何
を
考
え
生

き
る
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
、
小
生
の
生

き
甲
斐
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
時
本
屋
で
ハ
ッ
と
す
る
本
を
見
つ

け
ま
し
た
。
題
名
は
「
老
い
て
こ
そ
生
き

甲
斐
」。
副
題
は
「
経
験
と
成
熟
が
も
た
ら

す
人
生
の
配
当
と
は
何
か
」。

小
生
に
と
っ
て
成
熟
は
あ
り
得
な
い
未

熟
な
の
で
す
が
、
配
当
は
こ
れ
か
ら
も
考

え
て
購
入
熟
読
中
で
す
。

あ
の
こ
ろ

老
い
て
こ
そ
生
き
甲
斐

佐
竹
　
章
　

亀
井
　
榮
利
　

楽
し
い
会
に
な
る
よ
う
皆
さ

ん
で
導
い
て
い
き
ま
し
ょ
う

伊
藤
　
七
郎
　

Ｈ11.11	26年卒	旅行にて　
左より2人目	堀さん、3人目	佐竹さん、一番右	伊藤さん

H22.2.25　宍戸ヒルズカントリークラブにて26年卒の
面々　左より	伊藤さん、亀井さん、栗原さん、小野寺さん

左・亀井さん	右・S.32年卒	
高橋東三さん（同郷・元東
京鶯沢会会長）
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わ
が
家
の
庭
の
片
隅
に
、
真
っ
白
い
小
花

を
つ
け
て
柳
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
雪
柳
。

こ
の
花
が
咲
く
と
私
は
一
瞬
に
し
て
故
郷

の
春
の
情
景
を
思
い
出
す
。
故
郷
で
は
田
植

え
の
頃
に
満
開
だ
っ
た
雪
柳
。
た
し
か
田
植

え
花
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
後
に
続
く
夏
山

の
湧
き
立
つ
緑
の
濃
淡
、
錦
秋
は
言
う
に
及

ば
ず
、
葉
を
振
り
払
っ
た
薄
墨
色
の
山
々
も

好
き
だ
っ
た
。

学
校
の
帰
り
は
い
つ
も
栗
駒
山
を
眺
め

な
が
ら
歩
い
た
。
高
校
に
通
う
田
圃
の
中
を

一
直
線
に
走
る
電
車
。
田
町
の
停
留
所
で
降

り
る
と
、
黙
々
と
上
野
坂
を
登
る
集
団
。
岩

高
生
徒
は
最
初
か
ら
こ
う
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
た
ら
、
兄
︵
亀
井
榮
利
︶が
「
私
は
下

駄
履
き
で
線
路
伝
い
に
歩
い
て
通
っ
た
ん

だ
よ
。
学
校
は
町
中
に
あ
っ
た
か
ら
、
今
よ

り
距
離
も
あ
っ
た
ん
だ
。」と
話
す
。

新
制
高
校
第
一
回
卒
業
生
の
兄
。
岩
高
の

沿
革
史
に
よ
り
ま
す
と
、
昭
和
十
六
年
に
町

立
の
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て
出
発
。
昭

和
二
十
三
年
に
町
立
岩
ケ
崎
高
校
と
改
称
。

二
十
五
年
に
一
町
六
ケ
村
の
組
合
立
高
校

に
移
管
。
翌
二
十
六
年
に
県
立
と
な
っ
て
上

野
の
新
校
舎
に
移
転
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。

沿
革
史
を
見
る
に
つ
け
、
戦
後
間
も
な
い

二
十
五
年
に
一
町
六
ケ
村
の
親
達
が
子
供

に
高
等
教
育
を
授
け
た
い
と
願
っ
た
気
持

と
、
下
駄
履
き
で
歩
い
て
で
も
学
び
た
い
と

願
っ
た
当
時
の
親
と
若
者
達
の
熱
い
思
い

が
胸
に
迫
り
ま
す
。

以
来
ま
さ
に
幾
星
霜
。
昭
和
三
十
三
年
卒

業
の
私
で
さ
え
、
六
十
有
余
年
の
年
月
が
過

ぎ
去
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
私
は
熊
本
県
人
と
な
り
、
四
人

の
子
の
親
と
な
り
、
六
十
三
歳
の
時
、
地
域

か
ら
推
さ
れ
て
市
議
会
議
員
に
立
候
補
し
、

当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
期
目
に

は
議
員
団
の
要
請
で
議
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
当
時
、
熊
本
県
下
十
四
市
議
会
初
の
女

性
議
長
で
し
た
し
、
九
州
市
議
会
百
十
五
市

議
会
初
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
も
っ
て
私
に

続
く
女
性
議
長
が
誕
生
し
な
い
の
は
残
念

で
す
。
地
方
の
政
治
風
土
は
今
も
発
展
途
上

で
す
。

さ
て
、
私
が
人
生
最
後
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
書
い
た
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
呼
ば

れ
た
女ひ

と性
」を
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と

こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
関
心
を
持
っ
て

下
さ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
お

り
ま
す
。「
業
を
成
す
に
は
時

が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
ギ
リ
ギ
リ

時
に
間
に
合
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。拙

書
を
御
縁
に
幸
せ
な
御
縁
を

た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
し
、「
東
京
岩

高
会
」の
皆
様
の
結
び
つ
き
の
強
さ
も
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、

一
部
分
を
動
か
せ
ば
全
体
が
動
く
と
い
う

こ
と
な
そ
う
で
す
。
岩
高
同
窓
会
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま

す
よ
う
心
か
ら
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
。

六
十
三
歳
か
ら
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で

初
の
女
性
議
長
を
務
め
る

中尾 富枝
（旧姓	門伝）
S.３３年卒　
鶯沢出身　
熊本県荒尾市在住

出初式に議会の代表として参加	平成22年1月

議長室での私。取材に応えているところ。
平成19年6月

日比谷公会堂で行われます。
（ました。）　平成20年5月

著書「マッカ
ーサーと呼ば

れ

た女性」

議長として成人式の祝
辞を申し上げに。　
平成20年1月

鶯沢小学校の校庭で踊った盆踊り
の炭坑節
今は本場の「三池炭坑」での夏祭り
平成16年夏祭り
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鶯
沢
小
学
校
、
中
学
校
を
卒
業
後
、

1
9
7
4
年
︵
昭
和
49
年
︶
に
岩
高
に
入

学
し
ま
し
た
。
岩
高
で
は
、
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
に
入
部
し
ま
し
た
が
、
部
員
数

は
、
わ
ず
か
新
入
生
3
人
、
2
年
生
3
人
、

3
年
生
1
人
で
し
た
。
練
習
は
、
大
雪
で

電
車
︵
栗
原
電
鉄
︶が
運
休
と
な
っ
て
も
や

り
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
2
年

連
続
で
県
大
会
の
ベ
ス
ト
8
ま
で
進
み
、

更
に
、
東
北
地
域
の
宮
城
県
枠
2
名
の
選

抜
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

勉
強
の
方
は
、
国
語
、
英
語
な
ど
の
語
学

系
が
苦
手
で
学
年
で
最
下
位
の
あ
た
り
に

い
ま
し
た
。
生
徒
会
長
を
務
め
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
国
語
の
先
生
に
は
よ
く
怒
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
理
系
の
科
目

は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
好
き
で
、
学
研
の

理
科
実
験
を
自
宅
で
よ
く
や
っ
て
い
ま
し

た
。
父
親
が
高
校
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
専
門
的
な
辞
書
や
図
鑑
が
身
近
に

あ
り
、
暇
な
と
き
に
開
い
て
は
眺
め
て
い

ま
し
た
。

大
学
は
、
体
育
学
部
へ
の
進
学
を
勧
め

ら
れ
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
に
生
物
学
を

面
白
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
高
橋
忠
先
生

の
影
響
も
あ
り
、
生
物
学
科
を
有
す
る
東

邦
大
学
理
学
部
へ
進
学
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
大
学
で
は
、
理
科
の
高
校
教
師
を

目
指
し
、
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業

研
究
で
「
老
化
」の
研
究
に
触
れ
た
の
を
機

に
、
更
に
大
学
院
に
進
学
し
、
米
国
テ
キ
サ

ス
大
学
へ
留
学
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
東

邦
大
学
薬
学
部
生
化
学
教
室
の
教
授
と
し

て
「
生
化
学
」、「
生
命
科
学
」な
ど
の
講
義

を
、
約
2
0
0
名
を
超
え
る
学
生
の
前
で

行
っ
て
い
ま
す
。
研
究
活
動
で
は
、
国
内

学
会
の
み
な
ら
ず
国
際
学
会
で
研
究
発
表

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
ま
で
に
な
り
ま

し
た
が
、
い
ま
で
も
英

語
に
は
苦
労
し
て
い
ま

す
。
今
更
で
す
が
、
理

科
だ
け
で
な
く
語
学
も

し
っ
か
り
勉
強
し
て
お

く
べ
き
で
し
た
ね
。

大
学
教
授
と
し
て

教
壇
に
立
つ
ま
で

高橋 良哉
Ｓ.53年卒	
鶯沢出身

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

1
9
5
9
年
11
月
1
日
生
ま
れ
。
鴬
沢
遠
堀

出
身
。

1
9
8
2
年
３
月
、
東
邦
大
学
理
学
部
生
物

学
科
卒
業
。87
年
３
月
、同
大
大
学
院
薬
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
修
了
。薬
学
博
士
。同
年
４
月

よ
り
同
大
薬
学
部
助
手
、91
年
〜
93
年
、テ
キ
サ

ス
大
学
医
学
部
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー

を
経
て
、
95
年
よ
り
東
邦
大
学
薬
学
部
講
師
、

2
0
0
2
年
よ
り
助
教
授
、
2
0
0
7
年
に
教

授
に
就
任
。09
年
〜
12
年
、東
邦
大
学
理
事
、評

議
員
、副
薬
学
部
長
を
務
め
た
。ま
た
、国
立
長

寿
医
療
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
、
東
京
都
老
人

総
合
研
究
所
協
力
研
究
員
、
日
本
薬
学
会
代
議

員
、日
本
生
化
学
会
代
議
員
、日
本
基
礎
老
化
学

会
理
事
、同
学
会
学
術
交
流
委
員
、老
化
促
進
モ

デ
ル
マ
ウ
ス
（
S
A
M
）学
会
幹
事
、
日
本
微
量

元
素
学
会
評
議
員
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
も
そ

れ
ら
の
い
く
つ
か
の
役
員
を
務
め
る
。専
門
は
、

生
化
学
、基
礎
老
化
学
。

学生時代：筑波大学下田臨海実習
センターにて（下田、1979年）

テキサス大学医学部留学時代：クリスマスパーティーにて
（サンアントニオ、1991年）

国際老年学会で訪れたワトソン・クリックのDNA二重らせん構造
の議論の場、The	EAGLE（イギリス、2015年）

東邦大学薬学部生化学教室教授に就任
（2007年）

ノーベル生理学・医学賞種受賞
（1991年 ）E.ネ ーアー 博 士と
WCGG	国際会議にて
（台湾、2015年）
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＜ＩＳＯ１４０００：２００４ 取得＞
－ 環境に思いやり －
金属スクラップ・リサイクル

株式会社 ハ ガ
栗原市栗駒中野田町西１５０

TEL0228-45-3421 FAX45-5300 栗原田町にある広大な敷地と工場全景
代表：芳賀 恭（S.46年卒・岩ヶ崎出身）

東
京
岩
高
会
ふ
る
さ
と
大
使
土
井
祐
之

さ
ん
の
ブ
ロ
グ
「
栗
駒
山
の
里
だ
よ
り
」か

ら
ご
紹
介
頂
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稲刈り始まりと、ねじりほんにょ

夏の夕暮れ

一迫ユリ園

六日町みんなでしあわせになるまつり

鳥沢養昌寺の銀杏

六日町みんなでしあわせになるまつり

文字の里の紅葉と栗駒

岩ケ崎スープ屋コトコトさんの無農薬野菜のランチ

栗駒イルミネーション、旧栗駒駅で

夕立の後の文字三山

土井 祐之
S.54年卒　
栗原市鳥矢崎在住

そば処一迫「はのきさわ」の黒ざる

田んぼのマガン
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奥鶴栗駒山の「夏酒」

里谷のスズメたち

栗駒山金名水

文字深山牧場

栗駒山金名水

にぎわう栗駒夜市

文字深山牧場

くりこま山車まつり本祭り

岩高 新しい体育館と桜

栗駒病院前河川敷の桜並木

耕英の水芭蕉

細倉だるま屋のカラチョンラーメン

里谷のスズメたち

1月なのに雪が少ない行者滝

菅原広巳さん仙台ライブ

文字深山牧場

栗駒病院前河川敷の桜並木

雪融け進む栗駒山
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代表：岡本 浩一 S.５３年卒 岩ケ崎出身

東京栗駒会
会長　菅原　勲

　キャプリスは、10年程前に宮本洋子さん（S.42年卒）が
八丁堀に開いたお店で、シェフは息子さんの勝徳さん。メ
ニューは洋食創作料理、昼のランチプレートから、夜は単品
だけでなくコース料理まで楽しめ、鰹のタルタル、しめた鯖
のバルサミコ酢、豚バラを柔らかく煮込みあげたもの、ベー
コンや野菜のグラタン、手作りのピザ、メインはお肉かお魚
から選ぶことができます。ボリュームもありリーズナブル
です。シェフの勝徳さんの銀座中学校の恩師は、S.46年卒
の鈴木富樹さんだったとか。

キャプリス『Caprice』

東京都中央区八丁堀2－10－3
03－3553－5388
最 寄 駅：
　東京メトロ 八丁堀駅5分、
　JR東京駅20分
営業時間：
　月～金曜日 11:30～14:00、

17:30～22:00 
　土曜日17:30～22:00
定 休 日：日曜日・祝日

　山本信子さん（S.46年卒）の息子さん 直樹さんのお店で
す。豊富なおつまみメニューと充実のドリンクが楽しめて、
海の幸から串焼をはじめとし、リーズナブルなおつまみメ
ニューとこだわり日本酒をはじめとする幅広いドリンクを
揃えており、楽しめる居心地のいい居酒屋です。店内貸切
りや席貸切りもできますので歓送迎会や同窓会などさまざ
まなご宴会でご利用できます。閉店時間は遅くまでなので、
とことん飲み明かしたい方は是非訪ねてみてはいかがで
しょうか。

「和風酒場 海ぼうず」

埼玉県吉川市木売2－6－5 
吉川センター酒井ビル 3F
048－981－3186
最 寄 駅：
　JR武蔵野線 吉川駅2分
営業時間：
　平日18:00 ～ 3:00 、
　金土祝前日 18:00～ 5:00 
定 休 日：月曜日

菅原勲会長と栗原市マスコットキャラクター
「ねじり	ほんにょ君」
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（旧姓・門伝　鴬沢出身）

〒101-0064 東京都千代田区神田猿楽町2-1-14 A&Xビル
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東京栗駒会	R.元.６ 築館高校同窓会東京支部	R.元.7編集会議	R.元.6

本校新築体育館見学	R.元.8

秋の栗原収穫祭in巣鴨	R.元.10

４校会	R.元.12

本部総会	ブラスバンド部への支援	R.元.8

新年会	R.2.1

大塚商人まつり	R．元.10

本部総会にて	高橋幹事長（左）
菅原副市長（右）R.元.8

　皆様方から頂いた貴重な年会費が活動の支えになっております。昨年は 130名の皆様方から浄財を賜りまし
て、真に有難うございます。
　本年も引き続き倍旧のご協力の程、宜しくお願い致します。

（1）年 会 費：3,000円
（2）振 込 期 限：10月31日までに同封の郵便振替用紙により最寄りの郵便局で振込みをお願いします。

なお、お振込みにあたっては、ATM をご利用頂くと手数料が軽減されます。
東京岩高会 支部長　長沼和秋

幹事一同

東京岩高会 年会費ご協力のお願い


